府中市体操連盟　採点規則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１７．４．０８　　　　　　                                                        　　　　　

・以下に示すもの以外は、採点規則２０１７年度版（日本体操協会）を適用する。

・男子は６種目、女子は段違い平行棒を除く３種目とする。

・“安全”で“美しい”演技に対する評価を優先し、従来の１０点満点形式とする。

・安全性を考慮し、床運動およびあん馬以外の種目については、エバーマットの使用・補助者の追加を認め、減点は行わない。（実際に補助を行った場合は採点規則どおり減点となる。）

・跳馬以外の得点構成および難度要求は、次のとおりとする。

　　難　　度　　２．４０（０．３０×Ａ難度以上の８技。同じ技は２回まで認める。）

　　特別要求　　１．００（０．２０×５種類の要求）

　　加　　点　　０．６０（演技構成・熟練性に最大０．３０＋Ｃ難度以上の技に

各々０．１０で最大０．３０）

　　実　　施　　６．００

　　合　　計　１０．００

　　（注）ひとつの技で、難度・特別要求・加点を満たすことができる。

・実施減点は、次のとおりとする。

　　小　欠　点・・・・０．１０

　　中　欠　点・・・・０．２０

　　大　欠　点・・・・０．３０

　　落下・停止・・・・０．５０

・跳馬以外の各種目にかかる特別要求（５種類）は、次のとおりとする。

　（男　子）

　　（床運動）①前方系の技　　②後方系の技　　③片足上でのバランス技（２秒静止）

　　　　　　　④倒立技（２秒静止）　　　　　　⑤柔軟性を表現する技

　　（あん馬）①片足振動技（正交差、逆交差など）　②移動技（横移動、縦向き移動など）

　　　　　　　③両把手上での旋回技　　④転向技（上向き・下向き）　　⑤終末技

　　（吊り輪）①懸垂前振りを経過する技　　②懸垂後ろ振りを経過する技

　　　　　　　③倒立技　　④倒立を除く静止技（２秒静止）　　⑤終末技

　　（平行棒）①支持振動技　②腕支持振動技　③懸垂振動技　④倒立技　⑤終末技

　　（鉄　棒）①前方車輪　②後方車輪　③懸垂振動ひねり技　④支持回転技　⑤終末技

　（女　子）

　　（床運動）①前方系の技　　②後方系の技　　③ジャンプ系の技　　④ターン系の技

⑤柔軟性を表現する技

　　（平均台）①転回系の技（前方・後方・側方は問わない）　　②ジャンプ系の技

　　　　　　　③ターン系の技　　④バランス技（２秒静止）　　⑤開始・終末技

・跳馬は、一本の跳躍により採点し、次の技を基礎点とする。

　なお、加点は最大０．３０までとし、熟練性や優れた跳躍に対して０．２０まで、安定した着地に対して０．１０とする。

　（前転とび（ヤマシタとび）群）

　　・前転とび・・・８．８０　　　　　　・半ひねり・・・・９．１０

　　・１回ひねり・・９．３０　　　　　　・１回半ひねり・・９．５０

　（ツカハラとび群）

　　・抱え込みツカハラ　・・９．３０　　・抱え込み半ひねり・・９．４０

・抱え込み１回ひねり・・９．５０　　

・屈伸ツカハラ　　　・・９．５０　　・屈伸半ひねり　　・・９．６０　

・屈伸１回ひねり　　・・９．７０

・伸身ツカハラ　　　・・９．７０以上

　（前転とび前方宙返り群）

・前転とび前方宙返り・・９．５０　　・前転とび前方宙返りひねり・・９．６０以上

　（その他）

　　・屈伸開脚とび・・・５．００　　　　・屈伸閉脚とび・・・６．００

　　・伸身開脚とび・・・８．００　　　　・伸身閉脚とび・・・９．００

・床運動のライン減点は、次のとおりとする。

　　演技エリアの外に１歩踏み出る、または片手が出る（－０．１０）

　　演技エリアの外に両足や両手、または他の身体部分が出る（－０．３０）

　　演技エリアの外へ直接着地（－０．５０）

・床運動のタイム減点は、行わない。

・体操競技用ユニフォームの着用がない場合（Ｔシャツやジャージなど）、それぞれの種目において１．００の減点とする。なお、ユニフォームへのゼッケンは不要とする。

・団体戦の順位
　少年女子団体戦は各種目別ベスト４の合計点で決定する。

　団体、個人総合の合計点が同点の場合は、種目別上位の多い方を上位の順位とする。
